





















それを受けて、2009 年 11 月に設置された高齢者医療制度改革会議で具体的な制度設計が議論され、





同会議では、新制度で 75 歳以上の大半が加入することになる市町村国保については、2013 年度か
らは 75 歳以上の給付費については都道府県単位の財政運営とし、75 歳未満の財政運営については都
道府県単位化の準備を進め、2018 年からは全年齢を対象に都道府県単位の財政運営を行うという改革
案が示された 1）。



















表 1は、主要な公的医療保険制度について 2010 年度における財政状況を示したものである。協会け
んぽ、組合健保、共済の各被用者保険では給付費を上回る保険料が徴収されており、前期高齢者納付
金、後期高齢者支援金、退職者医療制度の療養給付費交付金に充てられている。市町村国保（一般）
では、給付費（8.1 兆円）が保険料（2.8 兆円）を上回っており、後期高齢者支援金（1.2 兆円）の拠出
と合わせて、その財源は前期高齢者医療制度による交付金（2.7 兆円）と公費負担（3.8 兆円）で賄わ
れるという構図となっている。後期高齢者医療制度は患者負担を除く給付費（11.7 兆円）の半分が公














図 1は後期高齢者医療制度創設直前の 2007 年度 における市町村国保の各保険者について、地域差
指数（年齢構成の違いを調整した保険者別 1人当たり医療給付費の対全国平均比）と 1人当たり保険
表 1　医療保険財政の構造
（注） 『医療保険制度の財政構造表－平成 22 年度－』（厚生労働省保険局調査課）に基づき筆者作成。
特に断りのない限り、単位は億円。
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平均の 0.3 倍から 1.7 倍と大きくなっている。












（注） 横軸の地域差指数（給付費ベース）のデータ出所は『平成 19 年度医療費マップ』（厚生労働省保険局調査課）。































齢化の進展ペースは高く、2025 年度から 2035 年度にかけてはそのペースは若干緩やかとなる。しか
しながら、都道府県ごとに見ると様相は異なる。東京、大阪、愛知など大都市を抱える都府県では









医療保険各制度別に 1986 年から 2050 年にかけての将来推計を行っている。それによれば、市町村国










の将来推計を行っている。湯田他（2012）は、1人当たり医療費は 2025 年度には全体で対 2009 年度
比 1.39 倍となり、市町村間では 1.27 ～ 1.48 倍の幅が生じること、1人当たり保険料は 2025 年度には
221市町村国保財政の都道府県別将来推計
表 2　都道府県別高齢化率（％）の見通し
（注） データ出所は 2010 年については『国勢調査』（総務省統計局）、2015 年から
2035 年については国立社会保障・人口問題研究所『日本の都道府県別将来推
計人口』（平成 19 年 5 月推計）。括弧内の値は 10 年前との差。
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諸計数を 2010 年度から 2035 年度までの期間について 5年おきに推計した。
3 － 1　被保険者数の推計
推計の基本となる人口見通しとして、2010 年度については『平成 22 年国勢調査』（総務省統計局）
の都道府県別×年齢階級別人口を、2015 年度から 2035 年度までについては国立社会保障・人口問題

























数で除し、2010 年度の 1人当たり医療給付費とする 5）。
1 人当たり医療給付費の将来の伸びについて、本稿では 2つのケースを考えた。
ケース 1では、「医療費等の将来見通し及び財政影響試算」（厚生労働省保険局　平成 22 年 10 月 25
日）参考試算に基づき、伸び率を年 2.5％（医療高度化等分 1.5％＋診療報酬改定分 1％）とした。
ケース 2では、社会保障改革に関する集中検討会議（第 10 回：平成 23 年 6 月 2 日）で示された「医
療・介護に係る長期推計」の想定に基づいた。同推計では、
単価の伸び（年率）＝ 1.9％＋（経済成長率／ 3）％－ 0.1％ （1）
という想定を置き、2025 年までの医療給付費を推計している。（1）式右辺の 3つの項はそれぞれ、医
療高度化分、診療報酬改定分、薬・機器等による効率化分にあたる。なお、医療高度化分の伸びに当
たる 1.9％のうち 1.5％が 2005 ～ 2009 年度の医療費の動向を踏まえた部分、残り 0.4％が平均在院日数
の短縮とそれに伴う単価上昇による影響分とされている。ケース 2ではこの想定を踏まえ、2025 年度
までについては（1）式に従い、2025 年度以降については（1）式の右辺第 1項を 1.5％として 1人当
たり医療費の伸び率を設定した 6）。
将来の名目賃金上昇率は 2025 年度までは「医療・介護に係る長期推計」の改定版にあたる「社会保
障に係る費用の将来推計の改定について（平成 24 年 3 月）」（厚生労働省）の想定を用いた。2025 年
度以降は 2025 年度の名目賃金上昇率（年 2.4％）で一定とした。
ケース 2では名目経済成長率の想定も必要となる。本稿では名目経済成長率は賃金上昇率と労働力
人口変化率の和であるという定式化に基づいた。将来の労働力人口については JILPT（2011）の男女









一般被保険者の医療給付費のうち 65 － 74 歳分は前期高齢者医療制度による財政調整を考慮する必
要がある。前期高齢者納付金の大まかな算定式、
当該保険者の納付金（マイナスの場合交付金）


































































2015 年度時点で伸び率が最も高いのは滋賀県（ケース 1で 1.18、ケース 2で 1.17）であるが、2025
年度、2035 年度になると沖縄の伸び率が最も高く、2025 年度では 1.62（ケース 2は 1.63）、2035 年度
では 1.90（ケース 2では 2.03）となっている。
反対に伸び率が最も低いのは 2015 年度では秋田県（ケース 1、2とも 1.06）、2025 年度では山口県




2010 年度比で見ると、伸び率が最も高くなるのは 2015 年度では富山県（ケース 1で 1.41、ケース 2
で 1.40）、2025 年度と 2035 年度では沖縄県であり、2035 年度には 2010 年度比でケース 1が 2.91、ケー





反対に、支援金の伸びが最も低いのは 2015 年度では大阪（ケース 1で 1.24、ケース 2で 1.23）、2025




（注） 2010 年度の値は年度末の市町村国保被保険者数（一般 +退職）。2015 年度以降
は筆者推計。括弧内の数値は 10 年前からの変化率。2010 年度と 2015 年度に
ついては退職被保険者等分含む。
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ても神奈川県であり、2035 年度にはケース 1で 2.2、ケース 2で 2.3 となっている。反対に伸び率が最
も低いのは、2015 年度は島根県（いずれのケースも 1.1）、2025 年度は山口県（いずれのケースも 1.4）、










年度まで 1人当たり医療保険料は高くなっていく。2010 年時点ではいずれの都道府県も 10 万円を下
回っているが、2025 年度及び 2035 年度では 10 万円を上回っているのが多数である。
2015 年度から 2025 年度までの変化と 2025 年度から 2035 年度までの変化を比較すると、前者の伸




ケース 1で 11.8 万円、ケース 2で 11.9 万円、2035 年度にはケース 1で 11.6 万円、ケース 2で 12.4 万
円となっている。反対に、2015 年度と 2025 年度では沖縄県が、2035 年度では青森県が、それぞれ 1
人当たり保険料が最も低くなっている。
表 8は保険料軽減後の医療保険料率（所得総額に対する比率）である。2010 年度では全国平均で
11.2％だが、2025 年度にはいずれのケースでも 15.0％、2035 年度にはケース 1で 15.3％、ケース 2で
16.3％と徐々に上昇する。それぞれの都道府県を見ると、2025 年度まではいずれの都道府県でも医療




（注） 2010 年度の値は公費負担（定率分＋調整交付金分）実額（単位は億円）。2025 年度から
2035 年度までの値は対 2010 年度比。保険料（税）軽減・減免分の公費負担は含まない。
表 6　公費負担の見通し
㻞㻜㻝㻜 㻞㻜㻝㻡 㻞㻜㻞㻡 㻞㻜㻟㻡 㻞㻜㻝㻡 㻞㻜㻞㻡 㻞㻜㻟㻡
໭ᾏ㐨 㻝㻘㻣㻟㻤 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻟 㻝㻚㻢㻢 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻟 㻝㻚㻣㻣
㟷᳃ 㻡㻜㻡 㻝㻚㻝㻝 㻝㻚㻠㻞 㻝㻚㻢㻝 㻝㻚㻝㻝 㻝㻚㻠㻟 㻝㻚㻣㻞
ᒾᡭ 㻠㻜㻜 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻠 㻝㻚㻢㻢 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻡 㻝㻚㻣㻣
ᐑᇛ 㻢㻠㻡 㻝㻚㻝㻟 㻝㻚㻡㻜 㻝㻚㻤㻜 㻝㻚㻝㻟 㻝㻚㻡㻝 㻝㻚㻥㻞
⛅⏣ 㻟㻝㻥 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻜 㻝㻚㻡㻢 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻝 㻝㻚㻢㻣
ᒣᙧ 㻟㻝㻡 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻢 㻝㻚㻢㻤 㻝㻚㻝㻜 㻝㻚㻠㻣 㻝㻚㻣㻥
⚟ᓥ 㻡㻥㻞 㻝㻚㻝㻞 㻝㻚㻠㻥 㻝㻚㻣㻟 㻝㻚㻝㻞 㻝㻚㻡㻜 㻝㻚㻤㻡
Ⲉᇛ 㻤㻠㻠 㻝㻚㻝㻞 㻝㻚㻠㻣 㻝㻚㻣㻟 㻝㻚㻝㻞 㻝㻚㻠㻣 㻝㻚㻤㻡
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▼ᕝ 㻟㻜㻣 㻝㻚㻝㻝 㻝㻚㻠㻥 㻝㻚㻤㻝 㻝㻚㻝㻝 㻝㻚㻡㻜 㻝㻚㻥㻟
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㤶ᕝ 㻞㻤㻣 㻝㻚㻜㻥 㻝㻚㻠㻠 㻝㻚㻣㻟 㻝㻚㻜㻤 㻝㻚㻠㻠 㻝㻚㻤㻠
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㛗ᓮ 㻡㻠㻡 㻝㻚㻜㻥 㻝㻚㻠㻝 㻝㻚㻢㻞 㻝㻚㻜㻥 㻝㻚㻠㻞 㻝㻚㻣㻟
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㻞㻜㻝㻜 㻞㻜㻝㻡 㻞㻜㻞㻡 㻞㻜㻟㻡 㻞㻜㻝㻡 㻞㻜㻞㻡 㻞㻜㻟㻡
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㟷᳃ 㻣㻚㻟 㻤㻚㻜 㻤㻚㻡 㻤㻚㻠 㻤㻚㻜 㻤㻚㻡 㻤㻚㻥
ᒾᡭ 㻢㻚㻣 㻤㻚㻜 㻤㻚㻡 㻤㻚㻢 㻣㻚㻥 㻤㻚㻢 㻥㻚㻝
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（平成 24 年 1 月推計）』しか公表されていないため、『平成 17 年国勢調査』に基づく将来推計人口である
平成 19 年 5 月推計を用いた。『日本の将来推計人口（平成 24 年 1 月推計）』では出生率が上方修正され
るなどの改定があったため、本稿の推計における若年人口については若干低めの想定をおいていること
になる。
４）退職者医療制度は 2008 年に廃止となったが、移行措置として 2014 年度までは新規適用を行い、2015 年











における労働力人口である。なお 2030 年度以降は 2030 年度の男女別×年齢階級別労働力率のまま一定
であるとした。
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Prefecture-managed finance of municipal National Health Insurances（NHIs）is expected to solve 
the difference in per-capita health care benefits and insurance premiums between insurers. However, the 
reform might not be a solution to reduce the difference in insurance premiums between prefectures. If 
the difference is caused only by the difference in per-capita health care costs, it should be solved by 
prefecture’s effort to make health care costs more proper. Or if it is caused also by incomplete allotment 
of the contribution to finance in the insurance benefits of the elderly, the difference in insurance 
premiums should be solved as a problem of the entire health care insurance system.
This paper estimates future projections of municipal NHIs’ finance on each prefecture. The 
projection shows the increases in future health insurance benefits and insurance premiums. Also, we 
found that the pattern of increases in such values is different between prefectures.
Keywords : Health Care Insurance System, Municipal National Health Insurance, Future Projection, 
Health Care Benefits, Regional Difference
